
 

 

 

 

〔趣旨〕 

 今日、インターネットで情報を容易に得ることができたり、ＡＩ（人工知能）の実用化が進んだ

りしており、暮らしはもとより産業や経済などあらゆる分野の変革の動きが加速し、知識基盤社会

やグローバル化も確実に進展している。このような中、子どもには、自他としっかり向き合いなが

ら自分を見失うことなく、社会の変化に柔軟に対応し、自信をもって自らの夢と希望の実現に向け、

たくましく生き抜く力を身に付けていくことが求められている。 

 また、このような中、現行の学習指導要領も単なる知識や技能の獲得に留まらず、時代を先取り

し新たな課題に果敢に挑戦しながら、主体的に解決することを求めている。そのため、学校教育で

は、子どもに多様な人々と協働しながら、様々な社会的変化に対応し乗り越えることができる柔軟

な思考力や判断力、表現力を身に付けさせることが必要になる。さらには新しい見方や考え方で新

たな価値を創造できる資質・能力を獲得させていくことが不可欠であり、そのためのカリキュラ

ム・マネジメントの確立が強く求められている。 

 本分科会では、校長のリーダーシップの下、子どもが豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の

創り手となることができるように、しなやかな知性と豊かな創造性の育成を目指す「社会に開かれ

た教育課程」の実現とカリキュラム・マネジメントについての具体的方策を明らかにする。 

 

《 協議題 １ 》 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた取組  

 

《 協議題 ２ 》 しなやかな知性と豊かな創造性を育む教育活動を実現するカリキュラム・マネ

ジメントの推進 

 【本年度提案：大分県】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３分科会 「知性・創造性」 

研 究 主 題  知性・創造性を育むカリキュラム・マネジメントの推進 


